
研究・地域連携活動の背景・目的

Ecological Engineering

キーワード：

期待される効果などアピールポイント

研究・地域連携活動の概要紹介

Hiroaki Yoshimoto, Ph.D.

吉本　博明

植
物
工
場
に
よ
る
薬
用
植
物
、
機
能
性
野
菜
栽
培
法
の
開
発

植物工場、機能性、きのこ、LED、農福連携

本テーマでは、2波長型 LED 光による完全閉鎖型植物工場において、環境制御による野菜やハー
ブ・薬用植物の機能性を高める研究をおこなっています。地域農業の活性化策として、農福連携、
医農連携、農商工連携など、他産業との連携も期待されています。

植物工場では、光環境、液肥などの改変によって、機能性をデザインすることが可能です。例えば、
低カリウムレタスは、高齢者や腎機能不全疾患に対応した食材として、患者のQOL向上に寄与し
ます。また、計画生産や自動化によって、農業の活性化と担い手不足にも期待できます。さらに、
農薬を使用しないクリーンな栽培で、農産物の高付加価値化にも期待できます。
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